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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球の入賞により変動入賞装置の可動部材を開状態に変動動作させる第１補助遊技を
実行させるための第１の始動入賞領域と、遊技球の入賞より該第１補助遊技とは異なる態
様で該可動部材を開状態に変動動作させる第２補助遊技を実行させるための第２の始動入
賞領域とを備え、該補助遊技において前記変動入賞装置に受け入れられた遊技球が特別入
賞領域に入賞したことに基づいて、前記可動部材を前記補助遊技の場合よりも有利な特別
の態様で変動動作させる特別遊技を実行するようにした遊技機において、
　前記特別遊技の終了の際に当該特別遊技の終了を報知するエンディング期間が設定され
、
　前記始動入賞領域への遊技球の入賞に対して、未だ補助遊技が実行されていない始動入
賞を入賞した始動入賞領域毎に記憶する始動入賞記憶手段と、
　前記第１の始動入賞領域への始動入賞の記憶数を表示する第１始動入賞記憶表示器と、
　前記第２の始動入賞領域への始動入賞の記憶数を表示する第２始動入賞記憶表示器と、
　前記特別遊技の終了後に、前記始動入賞記憶手段の記憶に基づく記憶補助遊技を実行す
る場合に、前記エンディング期間の終了後、該記憶補助遊技における可動部材の開状態へ
の変動動作の開始タイミングを知らしめるための記憶補助遊技報知手段と、
を備え、
　前記変動入賞装置には、前記第１及び第２始動入賞記憶表示器とは別個に、前記始動入
賞記憶手段の記憶に基づき実行される第１及び第２記憶補助遊技の種類を識別可能に実行
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順に並べて始動入賞の記憶状態を表示する始動記憶表示手段を備えたことを特徴とする遊
技機。
【請求項２】
　前記特別遊技の終了後に、前記始動入賞記憶手段の記憶に基づく記憶補助遊技を実行す
る場合に、当該特別遊技の終了から該記憶補助遊技の開始までの間に、所定の待機期間を
設定する待機期間設定手段を備え、
　前記待機期間設定手段は、前記始動入賞記憶手段に記憶されている始動入賞の記憶数が
所定数よりも多い場合には、少ない場合よりも短い待機期間に変更して設定する待機期間
設定変更手段を備えたことを特徴とする請求項1に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記記憶補助遊技報知手段は、前記開始タイミングを数字表示もしくは音声によるカウ
ントダウンで報知することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、始動入賞領域への遊技球の入賞に基づいて、変動入賞装置の可動部材を遊技者
にとって有利な特定の態様で変動動作させる補助遊技を実行し、該補助遊技において該変
動入賞装置に受け入れられた遊技球が特別入賞領域に入賞したことに基づいて、前記可動
部材を前記特定の態様よりも更に有利な特別の態様で変動動作させる特別遊技を実行する
ようにした遊技機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の遊技機、例えばいわゆる羽根物と呼ばれるパチンコ遊技機では、可動部材を有する
変動入賞装置と、第１の始動入賞口（始動入賞領域）と、第２の始動入賞口（始動入賞領
域）が設けられ、第1の始動入賞口へ遊技球が入賞すると変動入賞装置の可動部材が１回
開放動作（例えば、０．５秒で１回の開放動作）する補助遊技が行われ、第２の始動入賞
口へ遊技球が入賞するとその可動部材が２回開放動作（例えば、０．６秒で２回の開放動
作）する補助遊技が行われるようになっている。そして、この補助遊技の発生により変動
入賞装置内に受け入れられた遊技球が内部の特別入賞口へ入賞すると特別遊技が発生して
、当該変動入賞装置の可動部材が補助遊技時よりも多数回開放動作（例えば、０．５秒で
最大１８回の開放動作）することで、遊技者に多数の遊技球を得る機会を与えるようにな
っている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、現行の羽根物と呼ばれるパチンコ遊技機においては、上記補助遊技や特別遊技
の発生中に、更に各始動入賞口へ遊技球が入賞することがよく起こるが、これらの始動入
賞については補助遊技の実行に対して無効、つまり始動入賞があっても補助遊技の権利が
獲得できない状態となり、単に所定数の賞球が排出されるのみであるため遊技者が不満を
感じることも少なくなかった。
【０００４】
かかる不満を解消すべく、補助遊技や特別遊技の発生中に入賞する始動入賞を記憶して当
該補助遊技や特別遊技の終了後に、その記憶された始動入賞に対する補助遊技を実行する
ようなパチンコ遊技機も考えられている。
【０００５】
しかしながら、始動入賞を記憶するような機能を備えたとしても、例えば、特別遊技の終
了後に即座に記憶分の補助遊技を開始してしまうと、遊技者がその状態を把握することが
できず球の打ち方などに戸惑いを生じさせてしまったり、あるいは特別遊技の後に連続し
て記憶分の補助遊技が行われてしまうため、補助遊技が特別遊技の最後段に紛れ込んでし
まい、せっかく遊技者に対して有利となるように設定された記憶分の補助遊技が、遊技者
にその有利な状態を実感させずに終わってしまうといった問題点がある。
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【０００６】
さらに、特別遊技が終了すると、一旦遊技を中断（球の発射を停止）するような遊技者も
少なくないが、始動入賞の記憶分の補助遊技が特別遊技終了後に実行されることに気づか
ずに遊技を中断してしまった場合には、補助遊技の開始に気づいてから慌てて遊技を再開
したり、或いは、補助遊技に気づくのが遅れた場合には既に記憶分の補助遊技が終了して
いるという場合もあり得るため、かえって遊技者に不満感を与えてしまうという不都合も
あった。
【０００７】
本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、補助遊技や特別遊技の終了後に始
動入賞記憶に基づく記憶補助遊技を実行する場合に、遊技者に不満感を与えることのない
遊技機を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため本発明は、遊技球の入賞により変動入賞装置（１０２）の可動
部材（５００）を開状態に変動動作させる第１補助遊技を実行させるための第１の始動入
賞領域（第１始動入賞口１０３ａ，１０３ｂ）と、遊技球の入賞より該第１補助遊技とは
異なる態様で該可動部材を開状態に変動動作させる第２補助遊技を実行させるための第２
の始動入賞領域（第２始動入賞口１０４）とを備え、該補助遊技において前記変動入賞装
置に受け入れられた遊技球が特別入賞領域に入賞したことに基づいて、前記可動部材を前
記補助遊技の場合よりも有利な特別の態様で変動動作させる特別遊技を実行するようにし
た遊技機において、前記特別遊技の終了の際に当該特別遊技の終了を報知するエンディン
グ期間が設定され、前記始動入賞領域への遊技球の入賞に対して、未だ補助遊技が実行さ
れていない始動入賞を入賞した始動入賞領域毎に記憶する始動入賞記憶手段（例えば遊技
制御装置２００）と、前記第１の始動入賞領域への始動入賞の記憶数を表示する第１始動
入賞記憶表示器（Ｈａ１）と、前記第２の始動入賞領域への始動入賞の記憶数を表示する
第２始動入賞記憶表示器（Ｈｂ１）と、前記特別遊技の終了後に、前記始動入賞記憶手段
の記憶に基づく記憶補助遊技を実行する場合に、前記エンディング期間の終了後、該記憶
補助遊技における可動部材の開状態への変動動作の開始タイミングを知らしめるための記
憶補助遊技報知手段（情報表示部６００、スピーカ）と、を備え、前記変動入賞装置には
、前記第１及び第２始動入賞記憶表示器とは別個に、前記始動入賞記憶手段の記憶に基づ
き実行される第１及び第２記憶補助遊技の種類を識別可能に実行順に並べて始動入賞の記
憶状態を表示する始動記憶表示手段（６０１）を備えるようにした。
【０００９】
　これにより、例えば、特別遊技の発生中のように始動入賞領域へ遊技球が入賞しても直
ぐに補助遊技を実行できない場合には、その始動入賞は始動入賞記憶手段により記憶され
、該特別遊技の終了後に該記憶に基づく記憶補助遊技が実行されることとなる。また特別
遊技におけるエンディング期間の終了後、該記憶補助遊技における可動部材の開状態への
変動動作の開始タイミングが報知されるので、記憶補助遊技の実行状態をそれより以前の
遊技状態と明確に区別することができ、記憶補助遊技の実行を遊技者に明確に実感させる
ことができる。また、遊技者は記憶補助遊技の開始タイミングを正確に認識することがで
き、例えば、記憶補助遊技の開始のタイミングに合わせて変動入賞装置に入賞し易いよう
な発射操作等を行うことが可能となる。また、例えば、記憶補助遊技の実行に気づかずに
打球の発射を停止してしまい、それによって特別遊技発生のチャンスを逃すことを防止で
きる。
　また、前記変動入賞装置には、前記第１及び第２始動入賞記憶表示器とは別個に、前記
始動入賞記憶手段の記憶に基づき実行される第１及び第２記憶補助遊技の種類を識別可能
に実行順に並べて始動入賞の記憶状態を表示する始動記憶表示手段を備えたので、遊技者
に記憶補助遊技の状態と入賞記憶の状態とを容易に把握させることが可能となり、何れの
入賞記憶に基く記憶補助遊技が行われるかを事前に報せることができ、記憶補助遊技に対
する準備を十分に行わせることができる。
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　請求項２の発明は、前記特別遊技の終了後に、前記始動入賞記憶手段の記憶に基づく記
憶補助遊技を実行する場合に、当該特別遊技の終了から該記憶補助遊技の開始までの間に
、所定の待機期間を設定する待機期間設定手段を備え、前記待機期間設定手段は、前記始
動入賞記憶手段に記憶されている始動入賞の記憶数が所定数よりも多い場合には、少ない
場合よりも短い待機期間に変更して設定する待機期間設定変更手段を備えるようにしたも
のである。
【００１２】
　請求項２の発明によれば、特別遊技が終了してから該記憶補助遊技を開始するまでに、
待機期間設定手段により所定の待機期間が設定され、少なくとも該待機期間中に、記憶補
助遊技報知手段によりその後に実行され該記憶補助遊技における可動部材の開状態への変
動動作の開始タイミングが報知されるので、仮に発射を停止してしまっても待機期間中に
再発射すれば記憶補助遊技の実行に間に合わせることができる。
　また、前記待機期間設定手段は、前記始動入賞記憶手段に記憶されている始動入賞の記
憶数が所定数よりも多い場合には、少ない場合よりも短い待機期間に変更して設定する待
機期間設定変更手段を備えたので、例えば、待機期間設定変更手段が特別遊技の終了後に
待機期間を設定する場合に、始動入賞記憶手段に記憶されている記憶数が所定数（例えば
、３個など）よりも多い場合には、待機期間（待機時間）を通常（例えば、６秒）よりも
短い期間（例えば、４秒）に変更して設定される。これにより、特別遊技の発生等により
始動入賞記憶が多い場合でも、迅速に記憶補助遊技を消化することができ、遊技者がイラ
イラ感を抱くことを回避できる。また、始動入賞記憶数に上限を備えた場合には、記憶補
助遊技の消化期間が長引くことにより、その期間中に更に入賞した始動入賞領域への入賞
が無効となってしまう事態を防止でき、一方、始動入賞記憶が少ない場合には、長い時間
を掛けて記憶補助遊技を楽しむことができる。
【００１３】
　また、前記記憶補助遊技報知手段は、前記開始タイミングを数字表示もしくは音声によ
るカウントダウンで報知するようにしてもよい。これにより、遊技者は開始タイミングを
より確実に遊技者に認識させることができる。
【００１４】
また、当該遊技機は、前記可動部材の変動動作態様を異ならせた複数種類の補助遊技を実
行可能であり、前記記憶補助遊技報知手段は、少なくとも前記待機期間中に、その後に実
行される記憶補助遊技の種類を識別可能な報知を行うようにしてもよい。これにより、遊
技者に何れの記憶補助遊技が行われるかを事前に報せることができ、記憶補助遊技に対す
る準備を十分に行わせることができる。
【００１５】
さらに、前記記憶補助遊技報知手段は、前記変動入賞装置に一体的に設けられて当該変動
入賞装置への遊技球の入賞に関わる情報を表示可能な情報表示手段により構成されるよう
にしてもよい。これにより、専用の表示手段を別途設けることなく変動入賞装置の情報表
示手段により複数の種類の情報を効率よく表示することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１７】
図１は、本発明を適用して好適な遊技機の一例としてのパチンコ機の遊技盤の構成例を示
すもので、この実施例ではいわゆる「第２種」に属するタイプのパチンコ機の遊技盤を示
す。図２は、遊技盤のほぼ中央に設けられている変動入賞装置の正面図である。
【００１８】
図１において、符号１００で示されているのは遊技盤であり、この遊技盤１００の前面に
、下方より発射された遊技球を遊技盤上部に誘導する円弧状のガイドレール１０１、可動
部材５００，特別入賞口（特別入賞領域）５０３への遊技球の入賞を検出する特別入賞口
センサ５０１，変動入賞装置１０２への遊技球の入賞を計数するために検出するカウント
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センサ５０２等を備える変動入賞装置１０２、入賞に基づいて可動部材５００を１回開閉
させる第１始動入賞口（始動入賞領域）１０３ａ，１０３ｂ、入賞に基づいて可動部材５
００を２回開閉させる第２始動入賞口（始動入賞領域）１０４、一般入賞口１０５，１０
６，１０７，１０８、遊技の演出効果を高める装飾ランプ１２４，１２５、打球の流れに
ランダム性を与える風車と呼ばれる打球方向変換部材１２６と多数の障害釘（図示略）が
設けられている。
【００１９】
第１始動入賞口１０３ａ，１０３ｂには、第１始動入賞口センサＳ１ａ，Ｓ１ｂが、第２
始動入賞口１０４には、第２始動入賞口センサＳ２がそれぞれ設けられている。また、各
一般入賞口１０５，１０６，１０７，１０８にもそれぞれ入賞センサＳＳ１，ＳＳ２…が
配設されている。
【００２０】
この実施形態の遊技機では、第１始動入賞口１０３ａ，１０３ｂおよび第２始動入賞口１
０４への入賞球数を後述する始動入賞記憶手段としての遊技制御装置２００が記憶するよ
うになっている。そして、この入賞記憶の数を表示する始動記憶表示手段は、第１始動入
賞口１０３ａ，１０３ｂおよび第２始動入賞口１０４の表側に、各始動入賞口への入賞球
数を所定数（本例では最大４個）まで記憶する各４つのＬＥＤで構成される始動入賞記憶
表示器Ｈ１ａ，Ｈ１ｂとして設けられている。
【００２１】
なお、特に限定されるわけでないが、この実施形態では、特別入賞口センサ５０１，カウ
ントセンサ５０２，第１始動入賞口センサＳ１ａ，Ｓ１ｂ，第２始動入賞口センサＳ２お
よび入賞センサＳＳ１～ＳＳｎ等はマイクロスイッチや非接触型のセンサで構成されてい
る。
【００２２】
そして、遊技球がこれらの入賞口に入賞すると、各センサ５０１，５０２，Ｓ１ａ，Ｓ１
ｂ，Ｓ２，ＳＳ１～ＳＳｎから入賞球検出信号が後述の遊技制御装置２１０へ送られ、遊
技制御装置２１０から排出制御装置２２０へ賞球数データが送信されるようになっている
。
【００２３】
ここで、上記第１始動入賞口１０３ａ，１０３ｂの各々には、例えば４つのＬＥＤで構成
された始動入賞記憶表示器Ｈ１ａが設けられ、該第１始動入賞口１０３ａ，１０３ｂへの
入賞球が第１始動入賞口センサＳ１ａ，Ｓ１ｂによって検出されるとその入賞数が各々記
憶されその記憶数に応じて入賞のあった始動入賞口に対応する何れかの始動入賞記憶表示
器Ｈ１ａのＬＥＤが点灯される。そして、その始動記憶に基づいて、変動入賞装置１０２
の可動部材５００が所定時間（例えば０．５秒）だけ開放された後、再び閉じる動作を１
回行う（１回開放動作）。
【００２４】
また、上記第２始動入賞口１０４には、例えば４つのＬＥＤで構成された始動入賞記憶表
示器Ｈ１ｂが設けられ、該第２始動入賞口への入賞球が第２始動入賞口センサＳ２によっ
て検出されるとその入賞数が記憶されその記憶数に応じて始動入賞記憶表示器Ｈ１ｂのＬ
ＥＤが点灯される。そして、その始動記憶に基づいて、変動入賞装置１０２の可動部材５
００が所定時間（例えば０．６秒）だけ開放された後、再び閉じる動作を２回行う（２回
開放動作）。そして、この可動部材５００の開放中（いわゆる食いつき動作中）に変動入
賞装置１０２に入賞し、その球がさらに特別入賞口５０３に入賞して特別入賞口センサ５
０１で検出されると大当りが発生し、大当り制御（最大１５ラウンド等）が行われる。
【００２５】
この明細書においては、後述のように、各始動入賞口１０３ａ，１０３ｂ，１０４に球が
入賞することによる変動入賞装置１０２の１回または２回の開放動作に関わる一連の遊技
を補助遊技と呼ぶ。また、始動入賞口１０３ａ，１０３ｂへの球の入賞により実行される
補助遊技を第１補助遊技とし、始動入賞口１０４への球の入賞により実行される補助遊技
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を第２補助遊技とする。
【００２６】
なお、上記補助遊技の１回の実行により入賞記憶は１つ消化されたものとみなされ、実行
された補助遊技に対応する始動入賞記憶表示器における点灯状態のＬＥＤは、順次消灯さ
れていく。また、その後、第１始動入賞口１０３ａ，１０３ｂや第２始動入賞口１０４へ
の入賞があった場合には、その都度その入賞口に対応する始動入賞記憶表示器におけるＬ
ＥＤの点灯が追加される。これにより、遊技者は、始動入賞記憶表示器Ｈ１ａとＨ１ｂの
ＬＥＤの点灯状態から、可動部材５００の開閉態様の異なる開放動作（１回開放と２回開
放）が、それぞれいくつ残っているかを容易に知ることができ、期待感を持ちながら遊技
を継続することができる。
【００２７】
また、変動入賞装置１０２の上方には、上記補助遊技の待機状態や実行状態を報知する液
晶表示器等からなる情報表示部６００が設けられ、その情報表示部６００の下側には上記
始動入賞記憶表示器Ｈ１ａとＨ１ｂと同様の役目を果たす４つのＬＥＤで構成される始動
記憶表示手段としての始動記憶表示部６０１が設けられている。これにより、遊技者は情
報表示部６００を注視するだけで、補助遊技の状態と入賞記憶の状態を容易に把握するこ
とができる。始動記憶表示部６０１の４つのＬＥＤは、例えば第１補助遊技の始動記憶の
場合には赤点灯にして第２補助遊技の記憶の場合には緑点灯にするような２色発光ＬＥＤ
を用い、補助遊技の全ての入賞記憶に対して先に実行される４つの入賞記憶のみをその実
行順（左側が先に実行される実行順）に表示する。なお、本実施形態では、２色発光ＬＥ
Ｄを用いて、記憶内容が第１補助遊技であるか第２補助遊技であるかを発光色の変化で識
別可能にしているが、情報表示部６００の液晶表示器で未だ補助遊技が実行されていない
始動入賞の記憶表示を所定の図柄を表示させたり、図柄の色彩を変化させて報知するよう
にしてもよい。また、上記始動入賞記憶表示器Ｈ１ａとＨ１ｂの合計の記憶数１２に対応
して始動記憶表示部を１２個のＬＥＤで構成してもよい。
【００２８】
また、図２中、符号７００で示されるのは、二つの人形型の役物装置であり、モータ駆動
により遊技の状況に応じて回転駆動され、変動入賞装置内に飛び込んだ遊技球にランダム
な動きを与えたり、演出効果を高めたりするようになっている。
【００２９】
図３には、上記遊技盤における遊技の進行を制御するとともに始動入賞記憶手段および待
機期間設定手段としての機能を有する遊技制御装置２００の構成例と入出力部品との関係
が示されている。
【００３０】
図３に示されているように、遊技制御装置２００はパチンコ遊技等に必要な役物制御を行
う半導体集積回路化されたワンチップマイコン（広義のＣＰＵ）からなる遊技用マイクロ
コンピュータ２１１と、水晶発振子の発振信号を分周して所定の周波数のクロック信号を
得るクロック生成回路２１２と、各種センサからの信号を受け入れと、ソレノイドなどの
駆動手段に対する駆動信号や他の制御装置に対する制御信号の出力を行う入出力インター
フェース２１３とを含んで構成される。
【００３１】
上記遊技用マイクロコンピュータ２１１は、演算制御手段としての中央処理ユニット（Ｃ
ＰＵ）と、記憶手段としてＲＯＭ（リードオンリメモリ）およびＲＡＭ（ランダムアクセ
スメモリ）、割込み制御回路（図示省略）などを内蔵しており、いわゆるアミューズチッ
プ用のＩＣとして製造されている。ＣＰＵが行なう遊技進行制御に必要なプログラムや賞
球数データはＲＯＭに格納されている。
【００３２】
遊技制御装置２００には、入出力インターフェース２１３を介して、第１始動入賞口セン
サＳ１ａ，Ｓ１ｂ，第２始動入賞口センサＳ２および入賞センサＳＳ１～ＳＳｎからの信
号、受け皿が遊技球で満杯になったことを検出するオーバーフローセンサ３０１からの信
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号、排出ユニット４００へ供給可能な遊技球の有無を検出する半端球検出センサ３０２か
らの信号、遊技盤１００の前面側を覆うガラス枠が開放されたことを検出するガラス枠開
放センサ３０３からの信号などが入力される。
【００３３】
一方、遊技制御装置２００からは入出力インターフェース２１３を介して、始動入賞記憶
表示器Ｈ１ａ，Ｈ１ｂおよび変動入賞装置１０２の情報表示部６００および始動記憶表示
部６０１に対する表示駆動信号、可動部材用ソレノイド３１５や変動入賞装置１０２を駆
動させるモータＭの駆動信号、排出制御装置２２０、装飾制御装置２４０、音制御装置２
５０に対するデータ信号、試験時に内部状態を出力する試験用出力部３１１への信号、図
示しない遊技店の管理装置に対して大当り発生などのデータを送信する外部出力端子３１
２への信号などが出力される。
【００３４】
なお、遊技用マイクロコンピュータ２１１へは電源供給装置８００から電力が供給される
ようになっている。また、特にマイクロコンピュータ２１１内のＲＡＭに対しては、電源
供給装置８００が備えるバックアップ手段８０１から記憶保持用の電力が供給されるよう
になっており、停電発生時においても始動記憶等の各種記憶内容が保持されるようになっ
ている。
【００３５】
また、排出制御装置２２０は、演算装置としてのＣＰＵ２２１，制御情報を格納する揮発
性記憶手段としてＲＡＭ２２２、プログラム等を格納するＲＯＭ２２３、水晶発振子の発
振信号を分周して所定の周波数のクロック信号を得るクロック生成回路２２４を備えてい
る。排出制御装置２２０に対しても、電源供給装置８００から電力が供給されるようにな
っており、また、特にＲＡＭ２２２に対しては、電源供給装置８００が備えるバックアッ
プ手段８０１から記憶保持用の電力が供給されるようになっており、停電発生時において
も各種記憶内容が保持されるようになっている。
【００３６】
排出制御装置２２０の入出力インターフェース２２５には、排出ユニット４００の球排出
モータ４０１，ストッパーソレノイド４０２、流路切替ユニット４１０の第１貸球検出セ
ンサ４１１、第２貸球検出センサ４１２、流路切換ソレノイド４１３、中継基板４２０を
介して第１賞球検出センサ４１４、第２賞球検出センサ４１５が接続されている。また、
排出制御装置２２０には、貸球制御指令の通信を行うＣＲサンドユニット４３０が信号線
を介して接続されている。
【００３７】
次に、図４～図６のタイムチャートを参照して、入賞記憶に基づいて行われる補助遊技の
開始タイミング、記憶補助遊技報知手段および情報表示手段としての機能を有する情報表
示部における表示内容等について説明する。
【００３８】
図４には、通常遊技中に符号ｔ１，ｔ２，ｔ３のように第１始動入賞口センサＳ１ａ→第
２始動入賞口センサＳ１ｂ→第１始動入賞口センサＳ１ａの順で球の入賞が検出された場
合のタイミングが示されている。なお、図４には示されていないが始動入賞記憶表示器Ｈ
１ａ，Ｈ１ｂ、始動記憶表示部６０１による入賞記憶の表示（ＬＥＤの点灯）が行われる
。
【００３９】
図４のような始動入賞があった場合には、情報表示部６００において、第１始動入賞口セ
ンサＳ１ａに入賞するタイミングｔ１の前までは、表示（１）として補助遊技や特別遊技
以外の通常遊技状態中の呼び込み表示（例えば、”いらっしゃいませ”等のメッセージを
繰り返して表示）を行う。
【００４０】
そして、タイミングｔ１での第１始動入賞口センサＳ１ａによる入賞検出に基づいてタイ
ミングＴ１ａで第１補助遊技（１回開き補助遊技）を開始するとともに、情報表示部６０
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０において表示（２）の“１回目”の表示を開始する。
【００４１】
この補助遊技は例えばＡ，Ｂ，Ｃの三段階の期間に分かれている。期間Ａは、可動部材５
００が開放動作する前の期間（例えば１秒）であり、役物装置７００の初期動作等を行う
。期間Ｂは、可動部材５００が１回の開閉動作（Ｋ１）する期間（第１補助遊技では０．
５秒、第２補助遊技では０．６秒）であり、特別入賞口センサ５０２への遊技球の入賞を
有効化する。期間Ｃは、可動部材５００の開放動作の後の期間（例えば２秒）であり、特
別入賞口センサ５０２への遊技球の入賞の監視や役物装置の入賞動作等を行う。なお、第
２補助遊技の場合には、１回目の開放動作（Ｋ２）と２回目の開放動作（Ｋ３）の間に、
例えば、０．６秒の開放区切り期間ＫＴが入るようになっている。
【００４２】
上記のようにタイミングＴ１ａで第１補助遊技が開始されるのと並行して、期間Ａ（Ｔ１
ａ～Ｔ１ｂ）において情報表示部６００により表示（２）として、例えば、“１回目”等
のメッセージのように可動部材の変換動作前の表示を行う。次いで、期間Ｂ（Ｔ１ｂ～Ｔ
１ｃ）において表示（３）として、例えば“ＧＯ！”等のメッセージのように可動部材５
００の変換動作に合わせた表示を行う。続いて、期間Ｃ（Ｔ１ｃ～Ｔ１ｄ）において表示
（４）として、例えば“チャンス！”等のメッセージのように可動部材の変換動作終了後
の表示を行う。これにより、遊技者に対して、補助遊技中の各期間における状態を確実に
認識させることができ、補助遊技に対する期待感や興趣を向上させることができる。
【００４３】
次いで、第１補助遊技が終了するタイミングで所定の待機期間Ｓ（例えば４秒）をおいて
、タイミングｔ２での第２始動入賞口センサＳ１ｂによる入賞検出記憶に基づいてタイミ
ングＴ２ａで記憶補助遊技として第２補助遊技（２回開き補助遊技）を開始する。
【００４４】
上記待機期間Ｓ（Ｔ１ｄ～Ｔ２ａ）においては、情報表示部６００における記憶補助遊技
に関わる表示（５）として、補助遊技終了後の記憶補助遊技の開始を知らせるとともに記
憶補助遊技の種類を識別可能な表示として、例えば図７（ａ）に示すように、“２回開き
補助遊技を開始します。準備してください。”とのメッセージを１秒間表示した後、記憶
補助遊技の開始タイミングを知らしめる表示として図７（ｂ）に示すように、『３』から
始まるカウントダウン表示（『３』→『２』→『１』）を３秒間表示する。これにより、
遊技者はこの後に実行される補助遊技（記憶補助遊技）に対する球の発射準備等を十分に
行うことができ、また、補助遊技終了後、待機期間Ｓをおいて次の補助遊技（記憶補助遊
技）が開始されることにより各入賞記憶に基づく補助遊技が順次間違いなく行われている
ことを実感させることができる。したがって、補助遊技の終了後に入賞記憶に基づく補助
遊技（記憶補助遊技）を即座に実行することにより、入賞記憶に基づく補助遊技（記憶補
助遊技）の開始に気づくのが遅れて、せっかく遊技者に対して有利となるように設定され
た入賞記憶分の補助遊技が遊技者にその有利な状態を実感させずに終わってしまうといっ
た問題を解消することができる。
【００４５】
次いで、記憶補助遊技として第２補助遊技が開始されると、タイミングＴ２ａ～Ｔ２ｂの
期間において、情報表示部６００における表示（６）として、可動部材の１回目の変換動
作前の表示を行い、例えば、“１回目”等のメッセージを表示する。続いて、タイミング
Ｔ２ｂ～Ｔ２ｃの期間において、情報表示部６００における表示（７）として、可動部材
５００の変換動作に合わせた表示を行い、例えば“ＧＯ！”等のメッセージを表示する。
次に、タイミングＴ２ｃ～Ｔ２ｄの期間において、情報表示部６００における表示（８）
として、可動部材の２回目の変換動作前の表示を行い、例えば“２回目”等のメッセージ
を表示する。次いで、タイミングＴ２ｄ～Ｔ２ｅの期間において、情報表示部６００にお
ける表示（９）として、可動部材５００の変換動作に合わせた表示を行い、例えば“ＧＯ
！”等にメッセージを表示する。次に、タイミングＴ２ｅ～Ｔ２ｆの期間において、情報
表示部６００における表示（１０）として、可動部材の変換動作終了後の表示を行い、例
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えば、“チャンス！”等のメッセージを表示する。これにより、遊技者に対して、入賞記
憶に基づく補助遊技中の各期間における状態を確実に認識させることができ、補助遊技に
対する期待感や興趣を向上させることができる。
【００４６】
この後、待機期間Ｓをおいてタイミングｔ３での第１始動入賞口センサＳ１ａによる入賞
検出記憶に基づいた記憶補助遊技として第１補助遊技が同様にして行われる。なお、図４
のタイムチャートには現れていないが、上記記憶補助遊技の実行中に再度第１始動入賞口
センサＳ１ａおよび第２始動入賞口センサＳ１ｂへの入賞が検出された場合には、入賞記
憶が追加され、記憶補助遊技に続いて、その新たな入賞記憶に基づいた新たな記憶補助遊
技が継続して実行される。また、それぞれの補助遊技実行後に始動入賞記憶の減算が行わ
れる。
【００４７】
次に、図５のタイムチャートについて説明する。
【００４８】
図５には特別遊技中に発生した始動入賞記憶に基づいて特別遊技終了後に補助遊技が開始
される場合が示されている。
【００４９】
例えば、符号ｔ１，ｔ２，ｔ３，ｔ４のように第２始動入賞口センサＳ１ｂ→第１始動入
賞口センサＳ１ａ→第１始動入賞口センサＳ１ａ→第２始動入賞口センサＳ１ｂの順で球
の入賞が検出されると、始動入賞記憶が行われ始動入賞記憶表示器Ｈ１ａ，Ｈ１ｂ，始動
記憶表示部６０１により入賞記憶の表示（ＬＥＤの点灯）が行われる。
【００５０】
特別遊技は、タイミングＴ１０まで行われており、この特別遊技期間において可動部材５
００は開閉動作Ｋ１１，Ｋ１２，１３を行っている。なお、特別遊技の終了タイミングＴ
１０の所定時間前（例えば５秒前）にエンディング期間Ｅ（Ｔ９～Ｔ１０）が設けられ、
情報表示部６００の表示内容が変更されるようになっている。
【００５１】
タイミングＴ９までの期間における情報表示部６００による表示内容は、大当り中の表示
（１１）を行い、例えば、“ラウンド数”と“カウント数”を表示する。また、エンディ
ング期間Ｅ（Ｔ９～Ｔ１０）において表示（１２）として例えば“大当り終了です”等の
メッセージを表示する。
【００５２】
そして、特別遊技の終了タイミングＴ１０から所定時間（例えば６秒）の待機期間Ｓ１を
おいて、タイミングｔ１での第２始動入賞口センサＳ１ｂによる入賞検出記憶に基づく記
憶補助遊技として第２補助遊技がタイミングＴ１１で開始され、可動部材５００び２回の
開閉動作Ｋ２１，Ｋ２２が行われ、タイミングＴ１４で第２補助遊技が終了する。
【００５３】
待機期間Ｓ１における情報表示部６００による表示内容は、記憶補助遊技に関わる表示（
１３）として、特別遊技終了後の記憶補助遊技の開始を知らせるとともに記憶補助遊技の
種類を識別可能な表示として例えば図８（ａ）に示すように『連続大当りのチャンス！　
２回開き補助遊技を開始します。準備してください。』なるメッセージを１秒間表示した
後、記憶補助遊技の開始タイミングを知らしめる表示として図８（ｂ）に示すように『５
』から始まるカウントダウン表示（『５』→『４』→『３』→『２』→『１』）を５秒間
表示する。これにより、特別遊技から待機期間Ｓ１を挟んで補助遊技（記憶補助遊技）が
開始されるので補助遊技に対する球の発射準備等を十分に行うことができる。したがって
、特別遊技の後に即座に入賞記憶分の補助遊技が行われることにより、補助遊技の開始に
気づくのが遅れて、せっかく遊技者に対して有利となるように設定された入賞記憶分の補
助遊技が遊技者にその有利な状態を実感させずに終わってしまうといった問題を解消する
ことができる。
【００５４】
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なお、図５に示す例では、カウントダウン表示の終了タイミングを第２補助遊技の開始タ
イミングＴ１１に合わせているが、これに限らず、図６のタイムチャートに示すように、
カウントダウン表示の終了タイミングを第２補助遊技における可動部材５００の１回目の
開閉動作（変動動作）の開始タイミングＴ１２に合わせて可動部材の変動動作の開始タイ
ミングを知らしめるような表示を行ってもよい。また、変動入賞装置は補助遊技を開始し
ても直ちに可動部材５００を開閉させるものではなく、その前に開閉のための準備を行う
。図６のタイミングＴ１１からＴ１２までの期間はそのような準備期間（期間Ａ）である
。
【００５５】
また、第２補助遊技が開始されて可動部材の１回目の開閉動作Ｋ２１が開始されるまでの
期間（Ｔ１１～Ｔ１２）において表示（１４）として、第２補助遊技の開始時の表示（可
動部材の１回目の変換動作前の表示）を行い、例えば“１回目”等のメッセージを表示す
る。また、２回目の開閉動作Ｋ２２が開始されるまでの期間（Ｔ１２～Ｔ１３）において
表示（７）として、可動部材の変換動作に合わせた表示を行い、例えば“ＧＯ！”等のメ
ッセージを表示する。以降、表示態様の説明は省略するが、補助遊技の進行状態に合わせ
た表示が適宜行われる。
【００５６】
補助遊技の進行は、第２補助遊技終了後、前記第１待機時間よりも短い第２待機期間Ｓ２
（例えば、４秒）を挟んで記憶補助遊技として第１補助遊技（１回開き）がタイミングＴ
２１で開始されタイミングＴ２２で終了する。このように第１待機期間＞第２待機期間と
することにより、特別遊技の終了時には、記憶補助遊技が開始される待機期間が比較的長
くなり、特別遊技の終了をより明確に認識させることができるとともに、記憶補助遊技の
実行に対する準備を十分に行うことができ、補助遊技の終了時には、記憶補助遊技が開始
されるまでの待機期間が比較的短いので、テンポよく連続した補助遊技が実行可能となる
。また、待機期間中は遊技盤の装飾用のランプやＬＥＤを所定の態様で発光させて報知す
るようにしてもよい。
【００５７】
なお、以降の補助遊技の進行状況についての説明は省略するが、第１始動入賞口センサＳ
１ａおよび第２始動入賞口センサＳ１ｂへの入賞に基づく入賞記憶が全て消化されるまで
補助遊技は連続して実行される。
【００５８】
以上本発明者によってなされた発明を実施形態に基づき具体的に説明したが、本明細書で
開示された実施の形態はすべての点で例示であって開示された技術に限定されるものでは
ないと考えるべきである。すなわち、本発明の技術的な範囲は、上記の実施形態における
説明に基づいて制限的に解釈されるものでなく、あくまでも特許請求の範囲の記載に従っ
て解釈すべきであり、特許請求の範囲の記載技術と均等な技術および特許請求の範囲内で
のすべての変更が含まれる。
【００５９】
例えば、情報表示器６００は液晶表示器に限らず、ＬＥＤを使用したドットマトリクス表
示器、ＥＬ等どのようなものであってもよい。
【００６０】
また、本実施形態において情報表示器６００は、変動入賞装置１０２に一体的に備えられ
て、変動入賞装置１０２への遊技球の入賞に関わる情報を表示する表示器と兼用した構成
となっているが、その他遊技領域に備えられている既存の表示器を利用して記憶補助遊技
に関わる報知を行ったり、或いは、記憶補助遊技に関わる報知を行うための専用の表示器
を、変動入賞装置１０２やそれ以外の遊技領域に設けるようにしてもよい。
【００６１】
また、記憶補助遊技に関わる報知をパチンコ遊技機に備えられた記憶補助遊技報知手段と
してのスピーカから音の出力することにより行うようにしてもよい。例えば、スピーカか
ら待機期間中に記憶補助遊技の開始や記憶補助遊技の種類を識別可能な音声として“２回
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開き補助遊技を開始します。準備してください”等を出力後、記憶補助遊技の開始タイミ
ングを知らしめる音声としてカウントダウンを出力するようにしてもよい。なお、この場
合、遊技制御装置からの音制御データを音制御装置が受信し、該音制御データに基づく音
制御装置の音声出力制御により、スピーカから所定の音声を出力するようにできる。
【００６２】
また、本実施形態では、情報表示部６００の制御を遊技制御装置２００で行っているが、
遊技制御装置以外の制御装置で情報表示器の制御を行うようにしてもよい。即ち、例えば
、表示制御装置を遊技制御装置と別個に設け、該表示制御装置は遊技制御装置から送信さ
れる表示制御信号の受信に基づき、表示制御を行うことも考えられる。また、パチンコ遊
技機に備えられている既存の装飾制御装置（遊技盤の装飾ランプやＬＥＤを制御する装置
）で情報表示部の表示制御を行うようにしてもよい。
【００６３】
また、本実施形態では、始動入賞記憶手段における始動入賞の記憶数の上限ととして、各
始動入賞口毎に４個の計１２個としているが、上限は何個であっても良いし、また上限個
数を設けない場合をも含む。
【００６４】
また、始動入賞記憶手段の記憶の消化の仕方について、本実施形態では各始動入賞口への
入賞順（記憶順）に記憶補助遊技を実行するようにしているが、可動部材の変動態様が異
なる複数種の補助遊技（第１補助遊技と第２補助遊技）に対応した始動入賞が始動入賞記
憶手段に記憶されていて、該始動入賞記憶手段により記憶された記憶補助遊技を行う場合
に、当該記憶順序に関わらず複数種の補助遊技のうち遊技者にとってより有利な補助遊技
（第２補助遊技）を優先して実行する記憶補助遊技優先実行手段を備えるようにしてもよ
い。即ち、例えば、特別遊技中に第１始動入賞口（１回開き始動入賞口）と第２始動入賞
口（２回開き始動入賞口）の両方の始動入賞が記憶され、もし第１始動入賞口が先に記憶
されていた場合でも、特別遊技の終了後には第２始動入賞口に対応する第２補助遊技を記
憶補助遊技として優先して実行するようにできる。これにより、遊技者にとってより有利
な第２補助遊技の方が先に実行されるので、遊技者の期待感を高められるし、遊技の興趣
も向上させることができる。また、始動記憶数に上限を設けた場合に、遊技者にとってよ
り有利な第２補助遊技が先に実行されるので第２補助遊技に対する始動入賞が無効となる
ことを極力防止することができる。
【００６５】
また、待機期間および記憶補助遊技の報知の仕方について、待機期間設定手段に、始動入
賞記憶手段に記憶されている記憶数に応じて、補助遊技或いは特別遊技が終了してから記
憶補助遊技を開始するまでの待機期間を変更する待機期間設定変更手段を含ませるように
してもよい。即ち、例えば、待機期間設定変更手段が特別遊技の終了後に待機期間を設定
する場合に、始動入賞記憶手段に記憶されている記憶数が所定数（例えば、３個など）よ
り多い場合には、待機期間（待機時間）を通常（例えば、６秒）よりも短い期間（例えば
、４秒）に変更して設定するのである。また、それに対応して、記憶補助遊技報知手段に
、上記変更された待機期間に応じて、その報知態様を異ならせる報知態様変更手段を含ま
せてもよい。そして、報知態様変更手段は、カウントダウン表示を開始する時点の表示を
通常では『５』から開始するところを、『３』に変更して開始するようにできる。これに
より、特別遊技の発生等により始動入賞記憶が多い場合でも、迅速に記憶補助遊技を消化
することができ、遊技者がイライラ感を抱くことを回避できる。また、始動入賞記憶数に
上限を備えた場合には、記憶補助遊技の消化期間中が長引くことにより、その期間中に更
に入賞した始動入賞口への入賞が無効となってしまう事態を防止でき、一方、始動入賞記
憶が少ない場合には、長い時間を掛けて記憶補助遊技を楽しむことができる。
【００６６】
また、待機期間の設定の仕方について、補助遊技が終了してから始動入賞記憶手段の記憶
に基づく記憶補助遊技を実行する場合の待機期間（第１待機期間）と、特別遊技が終了し
てから始動入賞記憶手段の記憶に基づく記憶補助遊技を実行する場合の待機期間（第２の
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待機期間）を同じ時間に設定するようにしてもよい。
【００６７】
また、特別遊技の終了後に、始動入賞記憶手段の記憶に基づく記憶補助遊技を実行する場
合に、該特別遊技が終了してから該記憶補助遊技を開始するまでに、所定の待機期間を設
定する待機期間設定手段を備え、補助遊技の終了後に、始動入賞記憶手段の記憶に基づく
記憶補助遊技を実行する場合には、補助遊技が終了してから即座に該記憶補助遊技を開始
するようにしてもよい。即ち、待機期間設定手段は特別遊技の終了後にのみ待機期間を設
定するようにできる。これにより、補助遊技の終了後にテンポよく記憶補助遊技を行うこ
とができるとともに、特別遊技の終了後には、記憶補助遊技に対する準備を十分にするこ
とが可能となる。
【００６８】
また、情報表示手段は、特別遊技が発生した場合に所定のファンファーレ情報を表示する
ものとし、当該特別遊技が、始動入賞記憶手段の記憶に基づく記憶補助遊技に起因して発
生したものか、或いは、通常の補助遊技（始動入賞口へ遊技球が入賞して即座に行われる
補助遊技など）に起因して発生したものかに応じて異なるファンファーレ情報を表示可能
なファンファーレ情報表示手段を含むようにしてもよい。例えば、通常の補助遊技の実行
により特別遊技が発生した場合には、その特別遊技の発生時（例えば、特別入賞口への遊
技球の入賞から可動部材の開放開始までの期間）に“大当り発生、おめでとうございます
”とのメッセージを表示し、記憶補助遊技の場合には、“記憶での大当り発生、おめでと
うございます”とのメッセージを表示することで、遊技状態を明確に遊技者に認識させて
興趣を向上させるようにできる。
【００６９】
また、遊技内容の他の態様について、特別遊技が発生した場合に、当該特別遊技が、始動
入賞記憶手段の記憶に基づく記憶補助遊技に起因して発生したものか、或いは、該記憶補
助遊技とは異なる通常の補助遊技（始動入賞口へ遊技球が入賞して即座に行われる補助遊
技など）に起因して発生したものかに応じて特別遊技に関わる遊技価値を変更する特別遊
技価値変更手段を備えるようにしてもよい。例えば、通常の補助遊技の実行により特別遊
技が発生した場合には、ラウンド数の上限が５ラウンドに設定（或いは、５ラウンド以降
のラウンドには継続し難いように役物装置が動作するように設定）された特別遊技となり
、記憶補助遊技の実行により特別遊技が発生した場合には、ラウンド数の上限が１５ラウ
ンドに設定（或いは、１５ラウンドまで容易に継続するように役物装置が動作するように
設定）された特別遊技となるようにして遊技の興趣を向上させることができる。この場合
、特別遊技の遊技価値の変更に関わる情報を情報表示手段で表示するようにしてもよい。
【００７０】
【発明の効果】
　本発明は、記憶補助遊技の実行状態をそれより以前の遊技状態と明確に区別することが
でき、記憶補助遊技の実行を遊技者に明確に実感させることができるという効果がある。
また、遊技者は記憶補助遊技の開始タイミングを正確に認識することができ、例えば、記
憶補助遊技の開始のタイミングに合わせて変動入賞装置に入賞し易いような発射操作等を
行うことが可能となる。また、例えば、遊技者が記憶補助遊技の実行に気づかずに打球の
発射を停止してしまい、それによって特別遊技発生のチャンスを逃すのを防止できるとい
う効果がある。
　さらに、遊技者に記憶補助遊技の状態と入賞記憶の状態とを容易に把握させることが可
能となり、何れの入賞記憶に基く記憶補助遊技が行われるかを事前に報せることができ、
記憶補助遊技に対する準備を十分に行わせることができるという効果もある。
【００７１】
また、例えば、記憶補助遊技の実行に気づかずに発射を停止してしまうことを防止でき、
仮に発射を停止してしまっても待機期間中に再発射すれば記憶補助遊技の実行に間に合わ
せることができるので特別遊技発生のチャンスを逃すことを防止できる。また、例えば、
遊技者に球の発射の仕方の調整等、これから実行される記憶補助遊技に対する準備を十分
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に行わせることができるので、記憶補助遊技への期待感を高めて興趣を向上させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用して好適な遊技機の一例としてのパチンコ機の遊技盤の構成例を示
す正面図である。
【図２】本発明を適用して好適な遊技機の変動入賞装置の正面図である。
【図３】上記遊技盤の裏面を含むパチンコ機の裏側に設けられる制御系全体の構成例を示
すブロック図である。
【図４】補助遊技の開始タイミング、情報表示部における表示内容等の一例を示すタイム
チャートである。
【図５】補助遊技の開始タイミング、情報表示部における表示内容等の他の例を示すタイ
ムチャートである。
【図６】補助遊技の開始タイミング、情報表示部における表示内容等の他の例を示すタイ
ムチャートである。
【図７】情報表示部における表示例を示す説明図である。
【図８】情報表示部における他の表示例を示す説明図である。
【符号の説明】
１００　遊技盤
１０１　ガイドレール
１０２，１０２Ａ～１０２Ｄ　変動入賞装置
１０３ａ，１０３ｂ　第１始動入賞口
１０４　第２始動入賞口
１０５～１０８　一般入賞口
１２４，１２５　装飾ランプ
１２６　打球方向変換部材
２００　遊技制御装置
２１１　遊技用マイクロコンピュータ
２１２　クロック生成回路
２１３　入出力インターフェース
２１４　出力インターフェース
２２０　排出制御装置
２２１　ＣＰＵ
２２２　ＲＡＭ
２２３　ＲＯＭ
２２４　クロック生成回路
２４０　装飾制御装置
２５０　音制御装置
Ｓ１ａ　第１始動入賞口センサ
Ｓ１ｂ　第１始動入賞口センサ
Ｓ２　　第２始動入賞口センサ
３０１　オーバーフローセンサ
３０２　半端球検出センサ
３０３　ガラス枠開放センサ
３１１　試験用出力部
３１２　外部出力端子
３１５　可動部材用ソレノイド
Ｈ１ａ，Ｈ１ｂ　始動入賞記憶表示器
Ｍ　　　モータ
４００　排出ユニット
４０１　球排出モータ
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４０２　ストッパーソレノイド
４１０　流路切替ユニット
４１１　第１貸球検出センサ
４１２　第２貸球検出センサ
４１３　流路切換ソレノイド
４１４　第１賞球検出センサ
４１５　第２賞球検出センサ
４２０　中継基板
５００　可動部材
５０１　特別入賞口センサ
５０２　カウントセンサ
５０３　特別入賞口
６００　情報表示部
６０１　始動記憶表示部
８００　電源供給装置
ＳＳ１～ＳＳｎ　入賞口センサ

【図１】 【図２】



(15) JP 4083389 B2 2008.4.30

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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